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2― 厚生連だより ―

　新年あけましておめでとうございます。皆様におかれましては健やかな年をお迎えのことと
存じ、心よりお慶び申し上げます。平素は厚生事業に深いご理解とご協力を賜り厚く御礼申し
上げます。
　中国の武漢市に端を発した新型コロナウイルスは、瞬く間に世界中に感染が拡大し、国内に
おいても感染者数が増加しており、昨春には緊急事態宣言が発出されるに至りました。現在も
第三波の真っ只中にあります。

　このような中、ＪＡグループ三重は、令和３年３月に准組合員の事業利用規制の在り方検討期限が迫る中、不断の自己
改革の実践とこれを支える持続可能な経営基盤の確立・強化と正准組合員との関係深化による組織基盤の強化に向けて取
り組んでまいります。また、持続可能な社会の実現をめざしたＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成に向けて、事業活
動に取り組んでまいります。
　医療・福祉分野では、新型コロナウイルス禍において、全国の医療機関においては、帰国者・接触者外来の設置、感染
患者の受入れ等を行っていますが、医療従事者は感染の脅威にさらされながら日夜奮闘しています。しかしながら、特に
新型コロナウイルス感染症の治療を行っている医療機関においては、患者数の減少により非常に厳しい経営状況に陥って
います。
　本会においても、公的医療機関の使命を果たすため、新型コロナウイルス感染症の治療に積極的に取り組んでまいります。
このような状況の中、ＪＡグループの一員として組合員及び地域住民の皆様が住み慣れた地域で安心して健やかに暮らせ
るよう、選ばれる病院づくりを目指し、役職員一丸となって邁進する所存でございます。今後ともなお一層のご支援とご
協力をお願い申し上げますとともに、皆様のご健勝とご多幸をお祈り申し上げ、年頭の挨拶といたします。

経営管理委員会 会長　　谷口 俊二

新年のごあいさつ新年のごあいさつ

　新年明けましておめでとうございます。皆様には健やかに新春をお迎えのことと心か
らお慶び申し上げます。また、平素は本会事業に対し、温かいご支援とご協力を賜りま
すこと厚く御礼申し上げます。
　昨年 1 月以降、新型コロナウイルスの感染拡大によって、私たちの暮らしはこのウイ
ルスとの対峙なしには語れない日々が続いています。「いつまで続くのだろう？」収束が
見えない中で、誰しも漂う閉塞感を感じています。

　職員の皆さんは、コロナ感染症への不安・脅威に晒されながら、その最前線で勤務しています。子供やお年寄り
を抱えている職員は、家に帰らずホテルに泊まって出勤したこともありました。マスクが不足した時期は、節約し
ながらの勤務を余儀なくされ、学校の休校が決まった時には、家庭と仕事の両立に苦慮しながら勤務を続けました。
偏見や差別があったようにも聞いています。
　いろんな思いに押しつぶされそうになる中で、必死に踏ん張って働いていただいていることに心から感謝申し上
げます。職員一人ひとりの使命感、責任感、職業意識の高さによって、地域医療を支えていることを誇りに思います。
一刻も早くコロナ禍が去り、平穏な日常に戻ることを心から願います。
　厚生連病院は、『地域に根ざした医療』、『地域を支える医療』、『地域が求める医療』を行うことが役割であり使命
です。今は大変厳しい状況ですが、必ず収束の時が来ます。その時まで地域医療を守り、支えていくよう、役職員
全員が“思いを一つ”にして、一緒に考え、しっかり取り組んでいきたいと思います。
　一方 ＪＡグループでは、准組合員利用規制のあり方など、事業・組織の根幹にかかる厳しい問題に直面していま
すが、本年度においても「食と農を基軸として地域に根ざした協同組合」として、ＪＡグループの力を結集し、不
断の自己改革を進めていかなければなりません。
　時代の流れの中では、いろんなことが起こりますが、これまでもこうした難局を乗り越えてきました。私たちに
はそうした力があると信じています。
　本年も引き続き、理念『組合員や地域住民の皆様が安心して健やかに暮らせる地域づくりに貢献する』のもと、
役職員一丸となって取り組むことをお誓いし新年のご挨拶とさせていただきます。

代表理事 理事長　　庄山 隆裕
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当
院
は
平
成
９
年
４
月
に
現
在
地
へ
新
築

移
転
し
て
以
来
、
松
阪
市
と
そ
の
周
辺
地
域

の
急
性
期
・
救
急
・
専
門
医
療
を
担
う
基
幹

病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

移
転
か
ら
20
年
以
上
が
経
過
し
、
生
活
習

慣
病
の
増
加
を
は
じ
め
と
す
る
疾
病
構
造
の

変
化
、
医
療
技
術
の
高
度
化
等
に
伴
い
、
地

域
か
ら
求
め
ら
れ
る
医
療
ニ
ー
ズ
は
高
度
・

多
様
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
救
急

医
療
を
中
心
と
し
た
地
域
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と

患
者
さ
ま
お
よ
び
職
員
満
足
度
の
向
上
を
主
眼

に
置
い
た
増
改
築
工
事
を
計
画
し
進
行
中
で
す
。

令
和
元
年
４
月
よ
り
実
施
設
計
を
開
始

し
、
本
年
５
月
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
を
４
階
へ
移
設
、
８
月
に
旧
リ
ハ
ビ

リ
棟
の
解
体
お
よ
び
起
工
式
を
経
て
、
本
格

的
に
増
築
棟
の
建
築
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

増
築
棟
は
令
和
３
年
秋
に
完
成
、
そ
の
後

本
館
の
改
修
工
事
を
行
い
、
全
て
の
工
程
が

完
了
す
る
の
は
、
令
和
４
年
秋
頃
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
増
改
築
に
お
け
る
当
院
の
強
み
で

あ
る
救
急
部
門
の
強
化
に
伴
い
、
松
阪
区
域

以
南
の
救
急
医
療
の
拠
点
と
し
て
、
さ
ら
な

る
受
入
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
県

下
で
は
５
施
設
目
と
な
る
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
の
認
可
を
最
大
の
目
標
と
し
て
設
定
し
、

今
後
は
認
可
に
向
け
、
県
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
機
関
へ
の
提
案
・
働
き
か
け
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
、

満
足
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
、
よ
り
一
層
の

努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

増
改
築
工
事
の
進
捗
状
況
を
当
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
随
時
更
新
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

増
改
築
工
事
に
つ
い
て

松
阪
中
央
総
合
病
院　
事
務
部
長　

田
畑 

耕
治

増改築工事の概要
増築棟 本館改修

階 部門名 主な強化点 主な改修点

５階 健康管理施設 受入人数の拡大、女性専用エリア新設 リハビリセンター移転・新設
アンギオ室新設
生理検査室拡充
７階クリーンルーム改修
各部門面談室新設
会議室・カンファレンス新設
当直・仮眠室拡充　等

４階 血液浄化センター 治療室環境の改善

３階 高度急性期病棟 救急病棟 20 床、集中治療室 6 床

２階 内視鏡センター 内視鏡室の増設、待合環境の改善

１階 救急センター 初療室・診察室拡充、
感染症室・ＣＴ・Ⅹ線撮影室新設

完成鳥瞰図

8月26日起工式

12月24日の状況
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デ
ジ
タ
ル
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
シ
ス
テ
ム P

e

・ru

・ru LaP
lus 

が
導
入
さ
れ
ま
し
た

　

～
よ
り
受
診
者
に
優
し
く
質
の
高
い
検
査
を
め
ざ
し
て
～

三
重
北
医
療
セ
ン
タ
ー 

い
な
べ
総
合
病
院　
画
像
診
断
部　

橋
本 

麻
希

令
和
２
年
９
月
、
当
院
に
キ
ャ
ノ
ン
メ

デ
ィ
カ
ル
社
製
デ
ジ
タ
ル
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

シ
ス
テ
ムP

e

・ru
・ru LaP

lus

が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
は
乳
が
ん
発
見
の

た
め
に
、
感
度
の
高
い
検
査
の
一
つ
と
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

撮
影
時
は
、
乳
房
の
中
の
乳
腺
を
薄
く
広

げ
、
圧
迫
を
し
な
が
ら
行
う
検
査
で
す
の
で

多
少
の
苦
痛
を
伴
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
そ
の
受
診
者
の
苦
痛
を
少
し
で
も
軽
減

で
き
る
よ
う
な
工
夫
が
こ
の
装
置
に
は
さ
れ

て
い
ま
す
。

圧
迫
に
関
し
て
圧
迫
圧
に
応
じ
圧
迫
速
度

を
徐
々
に
減
速
す
る
こ
と
が
で
き
る「
美
圧
」

シ
ス
テ
ム
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
圧
迫
ス

ピ
ー
ド
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
受
診
者

の
様
子
を
見
な
が
ら
痛
み
の
低
減
と
確
か
な

乳
腺
の
進
展
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
撮
影
台
の
角
部
分
に
は
、
丸
み
を
お

び
た
形
状
に
す
る
こ
と
で
、
腋
窩
や
胸
壁
が

触
れ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
の
痛
み
を
軽
減
し
ま

す
。
Ｍ
Ｌ
Ｏ
撮
影
【
※
１
】
時
に
握
り
し
め

ず
に
手
が
置
け
る
ア
ー
ム
レ
ス
ト
は
、
受
診

者
の
肩
や
大
胸
筋
に
余
計
な
力
が
入
り
に
く

く
、
上
半
身
を
ゆ
っ
た
り
装
置
に
預
け
ら
れ
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
Ｃ
Ｒ
型
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
装
置
は
カ
セ
ッ
テ
の
入
れ
替
え
、

読
み
取
り
に
よ
り
撮
影
し
た
画
像
を
確
認
す

る
ま
で
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す

が
、直
接
変
換
方
式
Ｆ
Ｐ
Ｄ
【
※
２
】
に
な
っ

た
こ
と
で
画
像
確
認
ま
で
の
時
間
が
大
幅
に

削
減
さ
れ
、
ま
た
Ｘ
線
を
直
接
電
気
信
号
に

変
換
す
る
た
め
解
像
力
や
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

ア
ッ
プ
し
、
高
画
質
の
画
像
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
淡
い
陰
影
や
病
変
の
微
細
な
石
灰
化
も

発
見
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

乳
が
ん
は
、
早
期
発
見
・
自
己
検
診
が
一

番
重
要
で
す
。
今
ま
で
一
度
も
乳
が
ん
検
診

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
、
少
し
で
も
乳
腺

の
異
変
に
気
付
い
た
方
は
ぜ
ひ
一
度
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
※
１
】
Ｍ
Ｌ
Ｏ 

撮
影　
（
内
外
斜
方
向
撮
影
）

乳
房
に
対
し
て
複
数
の
方
向
（
Ｍ
Ｌ
Ｏ
：
内
外
斜
位
方
向

と
Ｃ
Ｃ
：
頭
尾
方
向
）
か
ら
圧
迫
し
撮
影
を
行
い
ま
す
。 

乳
房
を
薄
く
伸
ば
す
こ
と
で
乳
腺
が
広
が
り
、
腫
瘤
性
の

病
変
が
よ
り
鮮
明
に
観
察
可
能
と
な
り
ま
す
。

【
※
２
】
Ｆ
Ｐ
Ｄ
（Flat P

anel D
etector

）

体
を
透
過
し
た
Ｘ
線
を
直
接
デ
ジ
タ
ル
信
号
に
変
換
す
る

こ
と
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
得
る
装
置
で
す
。
従
来
の
撮

影
に
比
べ
、
低
被
ば
く
で
高
精
細
な
撮
影
が
可
能
と
な
り
、

撮
影
後
数
秒
で
画
像
が
表
示
さ
れ
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
検
査
効
率
が
向
上
し
患
者
さ
ん
の
待
ち
時
間

を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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SA
RS-C

oV-2
【
※
１
】
は
社
会
全
体
に
大

き
な
影
響
を
与
え
、
医
療
提
供
体
制
に
も
変
化

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

当
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
急
性
期
を

担
い
、
幅
広
い
疾
患
別
リ
ハ
を
多
様
な
環
境
で

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
必
要
な
方
に
は
外
来
通

院
で
の
リ
ハ
ビ
リ
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
患
者
さ
ま
と
ス
タ
ッ
フ
が
非
常
に

近
い
距
離
で
、
長
時
間
接
す
る
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、

SA
RS-C

oV-2

感
染
予
防
対
策
の
強
化
は
必
須

で
す
。
当
科
と
し
ま
し
て
は
従
来
か
ら
の
標
準

予
防
策
に
加
え
、
科
の
特
異
性
を
考
慮
し
た
対

策
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

C
O

VID
-19

【
※
２
】
の
流
行
が
懸
念
さ
れ

始
め
た
時
期
か
ら
、
標
準
予
防
策
に
対
す
る
意

識
を
強
化
し
、
全
国
的
な
感
染
拡
大
が
報
告
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
に
はE-PPE

【
※
３
】

（
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク+

手
指
衛
生
（
手
袋
）
＋

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
）
に
切
り
替
え
、
同
時
に

ス
タ
ッ
フ
を
外
来
担
当
と
入
院
担
当
に
分
け
ま

し
た
。
さ
ら
に
入
院
担
当
は
病
棟
担
当
制
に
し

て
、
病
棟
間
の
往
来
を
制
限
し
、

基
本
的
に
は
各
病
棟
内
で
リ
ハ
ビ

リ
を
行
え
る
よ
う
体
制
を
整
え
ま

し
た
。
そ
の
他
、
定
期
的
な
環
境

消
毒
と
使
用
し
た
ベ
ッ
ド
や
器
具

は
そ
の
都
度
ア
ル
コ
ー
ル
で
清
拭

消
毒
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
ま

す
。
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
は
室
内

温
度
を
管
理
し
て
常
に
換
気
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
使
用
に
つ
い
て
も
午
前
は
外

来
、
午
後
は
入
院
患
者
さ
ま
を
中
心
に
使
用
を

区
切
っ
て
、「
人
・
場
所
・
時
間
」
を
分
け
た
対

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の

体
調
管
理
も
重
要
で
す
。
精
神
的
ス
ト
レ
ス
や

緊
張
を
和
ら
げ
る
職
場
づ
く
り
に
も
努
め
て
い

ま
す
。

“
w

ith 

コ
ロ
ナ”

と
し
て
も
フ
ェ
ー
ズ
の
変

化
と
と
も
に
、
よ
り
良
質
な
リ
ハ
ビ
リ
医
療
の

提
供
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は

当
然
の
課
題
で
す
。
患
者
さ
ま

の
自
主
リ
ハ
ビ
リ
を
強
化
す
る

支
援
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
運
動
支
援
な
ど
、
変

化
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
必
要

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
の
状

況
を
注
視
し
、
患
者
さ
ま
に
は

安
心
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
て

頂
け
る
よ
う
、
適
切
な
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
の
提
供
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療

鈴
鹿
中
央
総
合
病
院　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科 

理
学
療
法
士 

主
任　

辻 

聡
浩

大
台
厚
生
病
院
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
事
業
所
は
平
成
11
年
に
開
設
さ
れ
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
と

な
り
ま
し
た
。

当
事
業
所
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
以
下
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
）
は
月
曜
～
金
曜
日

の
午
後
、
作
業
療
法
士
が
行
っ
て
お
り
ま
す
。

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
対
応
地
域
は
大
台
町
・
大

紀
町
全
域
で
、
山
間
か
ら
海
辺
ま
で
半
径
約

50
㎞
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
範
囲
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
地
域
の
特
徴
と
し
て
過
疎
が
進

み
高
齢
者
が
増
え
、
超
高
齢
者
の
独
居
世
帯

や
老
々
介
護
で
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
世
帯
が

多
く
、
や
む
な
く
施
設
入
所
を
選
択
す
る
方

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

一
方
で
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
て

「
住
み
慣
れ
た
場
所
で
そ
の
人
ら
し
く
生
活
」

す
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
の
移
動
距
離
が
長
く
道
中
に
は
家
の

田
畑
で
農
作
業
を
さ
れ
て
い
る
方
や
、
80
歳

を
超
え
て
も
山
仕
事
に
精
を
だ
す
方
な
ど
、

生
涯
現
役
を
地
で
行
こ
う
と
し
て
い
る
方
々

も
多
数
見
ら
れ
ま
す
。

そ
ん
な
中
、C

O
V

ID
-19

の
流
行
と
共

に
緊
急
事
態
宣
言
時
に
は
大
台
町
で
も
地
域

福
祉
活
動
の
制
限
と
な
り
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

も
中
止
に
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
る
利
用
者

も
お
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
も
感
染
は
拡
大
し

て
お
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
が
、

感
染
予
防
に
撤
し
利
用
者
の
安
全
・
安
心
を

守
り
な
が
ら
、
地
元
で
生
活
す
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
、訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
し「
そ

の
人
ら
し
い
生
活
」
の
手
助
け
を
提
供
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所

大
台
厚
生
病
院　
作
業
療
法
士　

加
太 

俊
太
朗

【※１】SARS-CoV-2：新型コロナウイルス
【※２】COVID-19：新型コロナウイルス感染症
【※３】E-PPE：Eye-Personal Protective Equipment
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正
面
玄
関
で
の
検
温
を
終
え
て
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
に
入
る
と
、
緑
と
黒
を
基
調
と

し
た
制
服
に
身
を
包
ん
だ
女
性
職
員
が
数
名

…
。
彼
女
た
ち
が
今
回
ご
紹
介
す
る
フ
ロ
ア

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
す
。
令
和
２
年
10
月
、

サ
マ
ン
サ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
に
業
務
委
託
し
導
入

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
当
院
で
は
、
患
者
さ
ま
に
安

心
し
て
病
院
に
か
か
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

接
遇
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
、
専
門
的
に
し
っ
か
り
教
育
さ
れ
た
人

材
を
配
置
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
お
も
て
な
し
の

対
応
を
職
員
が
目
の
前
で
見
て
刺
激
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
意
識
向
上
に
繋
が
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

導
入
か
ら
２
ヶ
月
余
り
、
来
院
さ
れ
る
方

を
明
る
い
笑
顔
と
積
極
的
な
お
声
掛
け
で

お
迎
え
す
る
姿
も
板
に
つ
い
て
き
ま
し
た
。

日
々
多
く
の
患
者
さ
ま
か
ら
、「
あ
り
が
と

う
」
と
感
謝
の
お
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂
い
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
彼
女
た
ち
の
言
葉
遣
い

や
立
ち
振
る
舞
い
に
「
都
会
の
病
院
み
た
い

だ
」「
ホ
テ
ル
に
来
た
み
た
い
な
気
分
に
な

る
」
等
の
感
想
も
頂
い
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
導
入
を
機
に
、

全
職
員
が
当
院
の
行
動
目
標
で
あ
る
「
全
職

員
が
患
者
さ
ま
の
窓
口
」「
明
る
い
笑
顔
と
、

や
さ
し
い
言
葉
で
患
者
さ
ま
に
接
し
ま
す
」

「
患
者
さ
ま
の
不
安
を
取
り
除
く
よ
う
努
力

し
ま
す
」を
い
ま
一
度
振
り
返
り
、コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
と
共
に
「
患
者
さ
ま
に
選
ば
れ
る
病

院
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

明
る
い
笑
顔
と
積
極
的
な
お
声
掛
け
で
お
迎
え
し
ま
す

　

～
フ
ロ
ア
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
導
入
に
つ
い
て
～

鈴
鹿
中
央
総
合
病
院　
医
事
課 

事
務
次
長
補
佐　

西
浦 

真

昨
年
９
月
、
当
院
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
発
生
し
、
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
約
２
ヶ
月
間
休
所

し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
デ
イ
ケ
ア
再
開
に
向
け

て
「
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
な
い
・
広
げ
な
い
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
感
染
対
策
を
踏
ま
え
た
机
や

物
の
配
置
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
方
法
・
共
有
と

な
る
道
具
類
の
扱
い
方
等
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
で

検
討
を
重
ね
な
が
ら
、
デ
イ
ケ
ア
の
運
営
方
法

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

11
月
初
旬
よ
り
、
利
用
者
へ
の
個
別
面
談

を
実
施
し
、
そ
の
後
シ
ョ
ー
ト
ケ
ア
・
デ
イ
ケ

ア
・
ナ
イ
ト
ケ
ア
と
順
次
再
開
を
進
め
て
い
ま

す
。
再
開
当
初
は
、ホ
ー
ル
内
の
机
や
ロ
ッ
カ
ー

等
の
配
置
、
利
用
方
法
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
手

順
な
ど
大
き
く
変
化
し
て
い
る
た
め
、
利
用
者

の
戸
惑
い
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
少
し
ず

つ
新
し
い
様
式
に
慣
れ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後

も
感
染
対
策
を
続
け
な
が
ら
、
利
用
者
が
安
心

し
て
活
動
で
き
る
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー「
コ
ロ
ナ
対
策
」

鈴
鹿
厚
生
病
院　
作
業
療
法
士 

主
任　

岡
村 

綾

※感染予防のため、普段はマスクを着用しています

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
主
な
業
務

・
外
来
フ
ロ
ア
で
の
ご
案
内
・
ラ
ウ
ン
ド

・
紹
介
患
者
さ
ま
の
ご
案
内

・
再
来
受
付
機
、
会
計
精
算
機
の
ご
案

内
及
び
補
助

・
来
客
対
応
等
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大
台
厚
生
病
院
で
感
染
管
理
認
定
看
護
師
と
し
て
活
動
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
奥
山
香
で
す
。
平
時
は
療
養
型
病
棟
師
長
と
の
兼

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
の
感
染
管
理
認
定
看
護
師
と
し
て
の
使
命
は
、
大
台
厚
生
病

院
に
関
わ
る
全
て
の
方
々
を
感
染
か
ら
守
る
こ
と
で
す
。
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
で
業
務
は
多
忙
を
極
め
ま
し
た
が
、
と
て
も
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。
日
々
変
化
す
る
近
隣
の
発
生
状
況
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
、感
染
対
策
等
に
つ
い
て
の
情
報
を
い
ち
早
く
入
手
、

理
解
し
そ
の
状
況
に
合
わ
せ
て
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
よ
う
心

掛
け
て
い
ま
す
。

特
に
当
院
は
地
域
性
も
あ
り
高
齢
の
入
院
患
者
さ
ん
が
多
く
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
て
し
ま
う
と
大
変
な
状
況
に
な

る
事
は
誰
も
が
認
識
し
て
い
ま
す
。
職
員
の
体
調
管
理
や
感
染
対

策
に
対
す
る
意
識
付
け
を
継
続
さ
せ
る
事
の
難
し
さ
を
実
感
し
つ

つ
も
、
常
日
頃
か
ら
職
員
に
向
け
て
感
染
対
策
を
啓
発
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
施
設
の
み
が

感
染
対
策
の
充
足
を
図
っ
た
と
し
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
第
２
波
の
到
来
頃
か
ら
７
回
程
近
隣
の
介
護
施
設
職

員
な
ど
を
対
象
と
し
た
出
前
講
座
や
Ｗ
ｅ
ｂ
講
義
を
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
正
し
い
知
識
の
理
解
と
平

時
か
ら
の
標
準
予
防
策
を
徹
底
す
る
た
め
に
は
、
地
域
を
巻
き
込

ん
だ
感
染
対
策
が
必
要
で
す
。
地
元
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
手

指
衛
生
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
を
放
映
し
て
頂
き
、
住
民
の
皆
様

に
顔
を
覚
え
て
頂
い
て
い
ま
す
。

感
染
対
策
は
全
員
の
足
並
み
が
揃
っ
て
い
な
け
れ
ば
意
味
の
な

い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
人
の
エ
ラ
ー
が
感
染
の
拡
大

を
招
き
ま
す
。
今
後
も
自
施
設
の
枠
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

地
域
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
る
感
染
管
理
認
定
看
護
師
で
あ
り
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

認
定
看
護
師
紹
介

大
台
厚
生
病
院　
感
染
管
理
認
定
看
護
師　

奥
山 

香
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心
臓
病
の
原
因
は
動
脈
硬
化
を
は
じ

め
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に
よ
る
肥
満
に

よ
っ
て
、
高
血
圧
や
高
血
糖
状
態
も
関

係
し
ま
す
。
心
臓
病
予
防
の
た
め
の
食

事
は
、
適
正
カ
ロ
リ
ー
、
低
脂
肪
、
糖

質
控
え
め
、
減
塩
（
１
日
６
ｇ
未
満
）

に
気
を
付
け
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く

摂
取
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
当
院
の

あ
る
日
の
心
臓
病
食
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
ご
は
ん
…
１
８
０
ｇ

◆
鶏
の
つ
く
ね
焼
き

作
り
方

①
ボ
ー
ル
に
鶏
ひ
き
肉
、
み
じ
ん
切
り

に
し
た
玉
ね
ぎ
と
大
葉
、
卵
、
パ
ン

粉
、
塩
を
入
れ
て
粘
り
が
出
る
ま
で

こ
ね
る
。

②
①
を
成
形
し
、
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油

を
ひ
き
両
面
に
焼
き
色
が
つ
く
ま

で
焼
く
。

③
表
面
に
蒲
焼
の
た
れ
を
塗
り
絡
め
る
。

④
ピ
ー
マ
ン
（
三
色
）
は
細
切
り
に
し
、

ボ
イ
ル
し
て
し
ょ
う
ゆ
を
混
ぜ
合
わ

せ
る
。

⑤
鶏
つ
く
ね
と
ピ
ー
マ
ン
を
器
に
盛
り

つ
け
る
。

★
表
面
に
た
れ
を
塗
る
こ
と
で
、
少
量

の
調
味
料
で
も
し
っ
か
り
と
味
を
感

じ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

◆
冬
瓜
の
煮
物

作
り
方

①
冬
瓜
、
人
参
を
乱
切
り
に
す
る
。
油

揚
げ
は
細
切
り
に
し
、
熱
湯
を
か
け

油
抜
き
す
る
。
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三重北医療センター
いなべ総合病院

鈴鹿厚生病院
本部

松阪中央総合病院

南島メディカルセンター

三重北医療センター
菰野厚生病院

大台厚生病院

鈴鹿中央総合病院

ヘ
ル
シ
ー
・
減
塩
で
も
美
味
し
く 

心
臓
病
食

三
重
北
医
療
セ
ン
タ
ー 

菰
野
厚
生
病
院　
管
理
栄
養
士　

中
谷 

理
恵

Vol.84

②
鍋
に
だ
し
汁
、
冬
瓜
、
人
参
を
入
れ

柔
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
る
。
し
ょ
う

ゆ
、
砂
糖
、
み
り
ん
を
入
れ
て
味
付

け
し
、
油
揚
げ
を
入
れ
て
味
が
し
み

込
む
ま
で
煮
る
。

③
②
を
器
に
盛
り
つ
け
る
。

★
だ
し
を
し
っ
か
り
効
か
せ
る
こ
と
で

素
材
の
旨
味
も
引
き
立
ち
ま
す
。

◆
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
サ
ラ
ダ

作
り
方

①
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
食

べ
や
す
い
大
き
さ
に
カ
ッ
ト
し
茹
で
、

水
気
を
き
る
。
か
に
か
ま
は
ほ
ぐ
す
。

②
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

か
に
か
ま
を
ボ
ー
ル
に
入
れ
、ド
レ
ッ

シ
ン
グ
で
和
え
、
器
に
盛
り
つ
け
る
。

★
ノ
ン
オ
イ
ル
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
使
用

す
る
こ
と
で
、
カ
ロ
リ
ー
、
塩
分
を

を
押
さ
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

薬剤師 介護福祉士

【
材
料
】（
１
人
分
）

●
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
…
40
ｇ

●
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
…
40
ｇ

●
か
に
か
ま
…
10
ｇ

●
ノ
ン
オ
イ
ル
サ
ウ
ザ
ン

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
…
10
ｇ

【
材
料
】（
１
人
分
）

●
鶏
ミ
ン
チ
…
60
ｇ

●
玉
ね
ぎ
…
40
ｇ

●
大
葉
…
１
／
２
枚

●
卵
…
６
ｇ

●
パ
ン
粉
…
３
ｇ

●
塩
…
0.1
ｇ

●
油
…
３
ｇ

●
蒲
焼
の
た
れ
…
７
ｇ

●
ピ
ー
マ
ン
（
三
色
）
…
30
ｇ

●
し
ょ
う
ゆ
…
0.5
ｇ

【
材
料
】（
１
人
分
）

●
冬
瓜
…
90
ｇ

●
人
参
…
20
ｇ

●
油
揚
げ
…
５
ｇ

●
し
ょ
う
ゆ
…
３
ｇ

●
砂
糖
…
１
ｇ

●
み
り
ん
…
１
ｇ

●
だ
し
汁
…
適
量

栄
養
量　

１
食
１
人
分

エ
ネ
ル
ギ
ー
…
５
９
５
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

た
ん
ぱ
く
質
…
22
・
８
ｇ

脂
質
…
15
・
３
ｇ

塩
分
…
1.7
ｇ


